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研究成果の概要（和文）：本研究では審美性が消費者の製品評価に与える影響を体系的に検証した。具体的には
視覚的デザインと触覚的デザイン要素に注目し、これらの要素が製品評価にどのような影響を与えるか、またそ
うした影響はどのようなメカニズムで生じうるかを理論的考察と実証研究から検討した。また、一連の研究成果
は国内外の権威あるマーケティング関連の学術ジャーナルに掲載した。

研究成果の概要（英文）：This research systematically examined the influence of aesthetics on 
consumers' product evaluation. More specifically, we investigated whether and how visual and haptic 
design factors affect consumer's product evaluation. We also examined the underlying mechanisms of 
the effect of those design factors.  We published a series of our findings in top marketing journals
 such as Journal of Consumer Psychology, Journal of Retailing, and Journal of Advertising.   

研究分野：マーケティングおよび消費者行動

キーワード： 審美性　デザイン　製品評価　消費者行動　視覚的デザイン　触覚経験

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は消費者の審美性知覚が製品評価に与える影響を詳細に検証することで、マーケティングにおける審美性
知覚やデザイン要素の役割と重要性に関する研究の精緻化と体系化に少なからずの貢献があると考えている。ま
た、深刻なコモディティ化問題に直面して多くの日本企業に対して、競争優位の確立や新しい価値創造のために
審美性をいかに活用できるかについても有益な示唆を与えるものと考えている。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 
消費市場の成熟化と企業間競争の激化により、あらゆる製品カテゴリーでコモディティ化が
急速に進展している。コモディティ化の特徴は、企業が提供する製品の機能的同質化が進み、価
格以外の次元での差別化が困難となることにある。こうした機能的差別化の限界を克服するた
め、近年、学術研究およびマーケティング実務の双方において、デザインによる製品差別化戦略
への関心が高まっている。 
本研究ではこうしたデザインによる製品差別化を図る上で中核となる「審美性（aesthetics）」
概念に注目した。デザイン審美性に関する先行研究では優れたデザインが製品に対する態度や
購入意向、支払い意思額など購買意思決定に関わる主要な要因に有意な影響を与えることが確
認されてきた。しかしながら、そもそも審美性に対する消費者知覚はどのような構成要素や原理
によってもたらされるか、また、いかなるメカニズムによって審美性知覚が製品評価を高めるか
といった包括的な議論は先行研究で殆ど展開されてこなかった。こうした問題意識に基づき、本
研究では審美性が消費者の製品評価に与える影響についての体系的研究を試みた。 
 
２．研究の目的 
 
本研究の目的は、デザインによる製品差別化を図る上で中核となる「審美性」概念に注目し、
製品の審美性が製品評価に与える影響を理論的考察および実証研究から包括的に検討すること
であった。具体的には、製品の審美性知覚をもたらす構成要素と原理を明らかにし、その上で、
審美性知覚が製品評価に与える影響メカニズムを検証すること、さらに、審美性知覚が製品評価
に与える影響の文化差、個人差を検討することで製品の審美性研究の精緻化を促すことであっ
た。 
 
３．研究の方法 
 
上記の研究目的を達成するために本研究では文献サーベイによる理論的研究と消費者実験、
アンケート調査による実証研究を行った。 
理論的研究では、視覚的審美性と触覚的要因に関する先行研究の文献サーベイを行い、それぞ
れの領域における研究知見や研究潮流を考察し体系的な整理を行うと同時に今後求められる研
究課題を提示した。 
実証研究では視覚的なデザイン要素および重さや硬さ、温度といった触覚経験が消費者の購
買意思決定に与える影響に関する消費者実験とアンケート調査を多数実施し、視覚や触覚の経
験が消費者行動に与える影響とその影響メカニズムをそれぞれ検証した。 
 
４．研究成果 
 
本助成事業によって得られた主な研究成果は以下のとおりである。 
 
(1) 文献サーベイによる主な成果 
 
①視覚的審美性に関する文献サーベイ 
視覚的審美性に関する心理学および消費者行動分野の先行研究を包括的レビューし、消費者
がどのようなデザインに対して審美性を知覚するかについて、既存の研究知見を整理し、その体
系化を図った。具体的には、「デザイン要素と審美性知覚」および「配置デザインと審美性知覚」
の２つの観点からデザインと審美性知覚の関連性を考察し、多様なデザイン要因が消費者の審
美性知覚に影響を与えうることを理論的に考察した。また、こうした文献サーベイと通じて、今
後取り組むべき研究課題として「審美性知覚をもたらす心理的メカニズムの解明」、「文化差をは
じめとした審美性知覚の調整要因の検討」、「審美性知覚における各デザイン要素の組み合わせ
効果に関する検討」、「視覚以外の感覚における審美性知覚の検討」の４つを見出すことができた。  
こうした視覚的審美性に関する文献レビューの成果は、以下の学術論文としてその情報を社会
に発信した。 
 
朴宰佑・外川拓 (2019)「審美性知覚と消費者行動の接点」『マーケティングジャーナル』 第 38 
巻第 4号, pp. 20-34. 
 
②触覚経験に関する文献サーベイ 
 消費行動における触覚要因が消費者の製品評価に与える影響についてマーケティング関連の
触覚研究を包括的にレビューした。その結果、接触の基本的な効果から個別の触覚属性の効果へ
と研究対象が変化した点、それらの効果の有無からメカニズムの解明へと研究関心が変化して
いる点など、研究展開において複数の変化が生じていることを明らかにした。一方、調整変数に
関する議論の精緻化や他感覚との相互作用など、触覚経験に関する研究を進めていくうえで、今
後取り組まなければならない課題も浮き彫りすることができた。こうした研究成果は、以下の２



つの学術論文にまとめ上げ、社会にその情報を発信した。 
 
外川拓・石井裕明・朴宰佑(2019）「小売マーケティングにおける触覚要因の効果―身体化認知理 
論からの示唆―」『流通情報』第 536 号, pp.20-36.  
朴宰佑・石井裕明・外川拓 (2016) 「消費者行動における触覚経験の影響―ハプティック知覚に  
関する研究の展開と課題―」『流通研究』第 19巻第 1号、pp.1-13.  
 
(2) 実証研究による主な成果 
 
① 製品画像の配置デザインが消費者の購買意思決定に与える影響 
 パッケージや広告における製品画像の配置が消費者の製品評価に与える影響を多方面から検
証した。具体的には、製品画像の左右配置と時間概念の関連性、製品画像の上下配置や左右配置
による製品の重量感知覚や食品におけるそうした配置の味覚評価への影響を検証した。こうし
た研究成果は複数の論文にまとめ上げ、社会にその研究内容を発信した。 
 
Taku Togawa, Jaewoo Park, Hiroaki Ishii, Xiaoyan Deng (2019) A Packaging Visual-Gustatory 

Correspondence Effect: Using Visual Packaging Design to Influence Flavor Perception and Healthy 
Eating Decisions, Journal of Retailing, 95(4), 204-218. 
外川拓・朴宰佑(2018）「製品の視覚的な重さと購買の重要性判断」『千葉商大論叢』第 54 巻第 2 
号、pp.163-177.  
朴宰佑・外川拓(2018）「時間概念の空間的表象と消費者評価」『千葉商大論叢』第 54 巻第 2 
号、pp.77-92.  
  
② 人物モデルの視覚的配置が消費者の購買意思決定に与える影響 
 広告における人物モデルのポーズ角度が対象モデルの評価および製品評価への波及効果を検
証した。その結果、モデルが（観察者からみた場合の）左斜めのポーズをとる場合、その反対よ
りも、モデルに対する信頼性や魅力評価が高まること、またそうした評価は広告されている製品
の評価にも影響を与えることを明らかにした。モデルのポーズと信頼性の関連性は以下の論文
として公刊しており、モデルのポーズと魅力評価の関連性については現在消費者心理学の国際
ジャーナルに投稿し、第１ラウンド審査を経て、引き続き査読を受けている。 
 
Jaewoo Park, Charles Spence, Hiroaki Ishii, Taku Togawa (2018), Does Face Orientation Affect the 

Perception of a Model and the Evaluation of Advertised Product? European Advances in Consumer 
Research, 11, 35-38.    
 
③ 視覚的な審美性や広告のイメージ情報が消費者評価に与える影響の個人差、文化差 
 どのような特徴や属性を有する消費者が購買意思決定において視覚的審美性をより重視する
かを検証した。その結果、消費者のデモグラフィック特性よりも、消費者のパーソナリティやシ
ョッピングスタイル特性が審美性重視に大きく関連していることを明らかにした。こうした個
人差の研究に加え、広告の視覚的イメージが消費者の広告評価に与える影響の文化差に関する
研究も行った。具体的には、規範逸脱的な広告イメージに対する消費者評価の日中比較研究を行
い、規範逸脱的な広告イメージに対する消費者評価は中国よりも日本でより否定的であること、
またこうした評価の違いは、中国に比べ日本の文化的窮屈性（cultural tightness）の水準が高いこ
とに起因することを明らかにした。これらの研究成果は以下の論文にまとめ上げた。 
 
Nara Youn, Jaewoo Park, Hyo Jin Eom (2019), Reactions to Nonconformity Imagery in Advertising among    

Chinese and Japanese Consumers: The Effect of Personal and National Cultural Tightness, Journal of 
Advertising, 48(5) 532-554.    

Jaewoo Park, Togawa Taku, Hiroaki Ishii (2018), Who Prefers More Visually Pleasing Products? Exploring    
Determinants of Consumers' Visual Aesthetic Consciousness, Conference Proceedings of the 5th 
International Conference on Business, Economics, Management and Marketing, 10-16. 
 
④ 触覚経験としての重さや硬さが消費者の購買意思決定に与える影響 
 重さや硬さの経験が消費者評価に与える影響を多方面から検証した。その結果、たとえば、製
品とは関連しない重さや硬さの経験（たとえば、重さの加えられたクリップボードや丈夫なクリ
アファイルに入れた印刷広告を見て、製品評価をしてもらうこと）であっても、それらの経験は
製品の知覚品質や広告の信頼性評価を高めることを確認した。またこうした重さや硬さの影響
は消費者の接触欲求や解釈レベルの水準、性別によって調整されることも見出すことができた。
一連の研究成果の内容は以下の論文で社会に発信した。 
 
Togawa, Taku, Hiroaki Ishii, Jaewoo Park, Rajat Roy (2018) When Does Perceived Hardness Affect 

Consumers’ Judgments: A Conceptual Replication of Krishna and Morrin (2008), Journal of Marketing 
Behavior, 3(3), 29-38. 



石井裕明・朴宰佑・外川拓（2018）「重さは評価を高めるのか？ 接触欲求と視覚的表現による調 
整効果の検討」『消費者行動研究』第 24巻第 1号, pp.1-26. 
外川拓, 石井裕明, 朴宰佑（2017）「「硬さ」「重さ」の感覚と消費者の意思決定─身体化認知理
論に基づく考察─」『マーケティングジャーナル』第 35 号第 4巻, pp.72-89. 
 
⑤ 触覚経験としての冷たさが高級感知覚に与える影響 
 暖かさの経験が製品評価や人物評価を高めるという先行研究とは対照的に本研究では「冷た
さ」に注目し、冷たさが製品評価に与えるポジティブ効果を検証した。本研究では冷たさに関す
る触覚経験や視覚を通じた冷たさの疑似経験が製品の高級感知覚を高めることを明らかにした。
またこうした冷たさの高級感知覚への影響は消費者の消費目標（機能性重視対ステータス重視
の製品選択目標）によって調整されることを確認した。研究内容は以下の論文で社会に発信した。 
 
Jaewoo Park, Rhonda Hadi (2020) Shivering for Status: When Cold Temperatures Increase Product 

Evaluation, Journal of Consumer Psychology, 30(2), 314-328. 
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